
あ
っ
た
。

中
隊
は
株
州
の
街
外
れ
に
あ
る
発
電
所
跡
の
破
壊
さ
れ
た
家
屋

付
近
の
部
落
に
露
営
し
て
、
即
日
わ
が
中
隊
の
主
力
を
も
っ
て
弾

薬
・
糧
秣
を
受
領
し
、
夜
間
を
利
用
し
て
出
発
、
株
州
の
東
南
六

〇
㌔
の
地
点
に
あ
る
醴
陵
に
孤
立
し
て
い
る
歩
兵
混
成
旅
団
へ
の

弾
薬
・
糧
秣
の
補
給
輸
送
を
行
っ
た
。
わ
が
中
隊
は
こ
の
六
〇
〇

〇
㌔
の
道
を
突
破
し
て
、
歩
兵
部
隊
へ
の
補
給
を
完
了
し
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
当
時
は
こ
の
醴
陵
は
敵
の
完
全
包
囲
下
に
あ
り
、

友
軍
の
歩
兵
部
隊
は
孤
立
し
て
い
た
た
め
、
食
糧
や
弾
薬
も
全
部

尽
き
果
て
て
、
非
常
に
危
険
な
状
態
に
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
補
給

は
歩
兵
部
隊
か
ら
大
い
に
感
謝
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

株
州
―
醴
陵
間
の
区
間
輸
送
の
任
務
は
、
翌
二
十
年
一
月
ま
で

続
い
た
。
我
々
孤
立
輜
重
兵
の
本
領
は
、
第
一
線
の
歩
兵
部
隊
や

戦
車
部
隊
の
よ
う
な
戦
闘
能
力
が
な
く
、
第
一
線
の
戦
闘
部
隊
に

弾
薬
や
食
糧
等
を
補
給
す
る
輸
送
部
隊
で
あ
る
。
こ
れ
を
狙
っ
て

輸
送
道
路
を
小
刻
み
に
破
壊
し
、
地
雷
を
埋
設
し
、
輸
送
妨
害
や

襲
撃
を
繰
り
返
さ
れ
、
宿
泊
地
は
敵
機
の
爆
撃
の
目
標
に
な
り
、

何
度
も
爆
弾
投
下
さ
れ
た
が
、
幸
い
不
発
に
終
り
、
命
拾
い
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
。

明
日
あ
り
と
思
う
心
の
仇
桜

夜
半
に
嵐
の
吹
か
ぬ
も
の
か
は

と
い
う
御
説
法
の
ご
と
く
、
人
の
世
は
一
寸
先
す
ら
闇
で
あ
る
。

そ
の
生
死
運
命
は
全
く
予
測
で
き
な
い
。
私
が
現
在
に
い
た
る
ま

で
の
長
い
人
生
の
生
涯
を
振
り
返
っ
て
み
て
、
よ
く
ぞ
今
日
ま
で

生
き
て
こ
ら
れ
た
と
い
う
不
思
議
な
思
い
が
す
る
。
軍
隊
で
の
わ

れ
ら
兵
士
た
ち
の
戦
地
戦
場
に
お
け
る
日
々
は
、
生
死
こ
れ
紙
一

重
の
連
続
で
あ
っ
た
。

後
世
の
人
々
に
平
和
な
世
界
を
築
い
て
も
ら
う
た
め
に
も
、

我
々
の
命
が
け
の
戦
争
体
験
を
風
化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

湘
桂
作
戦
　 

岐
阜
県
　
道
下
政
太
郎
　 

昭
和
十
九
年
五
月
十
三
日
未
明
、
わ
が
輜
重
金
隊
出
動
開
始
。

本
部
以
下
自
動
車
隊
一
、
駄
馬
中
隊
四
の
一
個
連
隊
、
自
分
は
相

変
わ
ら
ず
大
野
重
機
分
隊
の
軽
機
で
あ
っ
た
。
将
校
の
指
揮
す
る

ま
ま
護
衛
の
任
で
行
動
。
広
水
、
孝
感
、
武
漢
三
鎮
、
崇
陽
、
長



沙
へ
。
第
一
次
、
第
二
次
長
沙
作
戦
に
堅
固
な
長
沙
は
落
城
し
な

か
っ
た
が
、

勇
猛
果
敢
な
第
三
師
団
の
猛
攻
に
は
敵
も
護
り
得
ず
、

わ
が
軍
の
占
領
下
と
な
っ
た
。

彼
我
に
は
多
数
の
犠
牲
者
が
出
て
、

生
臭
い
匂
い
が
漂
っ
て
い
る
。
こ
れ
よ
り
先
、
軍
行
路
は
戦
車
壕

な
ど
に
よ
り
寸
断
さ
れ
、
自
動
車
は
容
易
に
前
進
で
き
な
い
。

こ
の
こ
ろ
よ
り
ボ
ツ
ボ
ツ
雨
期
と
な
り
、
落
伍
者
も
出
始
め
た
。

湘
桂
鉄
道
沿
い
に
南
へ
南
へ
と
進
軍
。
大
陸
は
猛
暑
の
季
節
、
名

に
聞
く
有
名
な
茶
陵
の
峠
二
四
㌔
も
あ
る
と
い
う
。
こ
の
日
ば
か

り
は
昼
間
行
軍
で
上
る
。
峠
半
ば
に
し
て
進
ま
な
い
同
年
兵
の
沓

名
七
造
だ
。
功
績
の
駄
馬
を
引
い
て
い
る
。
こ
の
猛
暑
と
疲
労
に

耐
え
ら
れ
ず
心
臓
麻
痺
ら
し
い
。
馬
の
手
綱
を
し
っ
か
と
握
っ
た

ま
ま
倒
れ
て
い
る
。
早
速
上
衣
を
脱
が
せ
人
工
呼
吸
を
施
し
た
け

れ
ど
息
は
戻
ら
ぬ
。
実
に
壮
烈
な
戦
死
で
あ
っ
た
。
輜
重
の
駄
馬

は
多
い
。
延
々
三
、
四
㌔
は
続
く
。
早
く
も
日
没
、
四
辺
は
暗
く

な
っ
た
。

急
に
爆
音
、
峠
の
中
腹
で
隠
れ
場
所
が
な
い
。
敵
機
一
機
一
〇

〇
㍍
間
隔
く
ら
い
に
照
明
弾
を
投
下
し
、
あ
た
か
も
辺
り
は
真
昼

の
よ
う
に
明
る
く
な
る
。
横
着
に
も
悠
々
と
わ
が
軍
目
が
け
機
銃

掃
射
。
山
の
合
間
に
慌
て
て
集
結
避
難
し
た
が
、
人
馬
と
も
に
犠

牲
が
出
た
。

夜
間
の
機
銃
掃
射
は
曳
光
弾
、
鉄
鋼
弾
、
普
通
弾
の
三
種
三
様

と
か
の
銃
弾
、
赤
く
焼
け
て
飛
び
く
る
弾
丸
は
極
め
て
恐
ろ
し
く

見
え
る
。
漸
く
衝
陽
に
辿
り
着
き
任
務
を
交
付
し
、
休
む
間
も
な

く
零
陵
の
攻
略
。
輜
重
隊
は
零
陵
郊
外
の
茶
山
花
畑
に
露
営
と

な
っ
た
。

敵
は
わ
が
隊
の
到
着
を
待
ち
受
け
た
か
の
よ
う
に
迫
撃
砲
で
攻

撃
、
そ
し
て
機
関
銃
掃
射
。
わ
が
隊
の
高
橋
分
隊
は
迫
撃
砲
で
す

ぐ
応
戦
し
た
。
敵
は
五
～
六
〇
〇
㍍
向
こ
う
の
山
の
中
腹
、
迫
と

迫
と
の
交
戦
で
あ
る
。

迫
撃
砲
の
砲
身
は
比
較
的
熱
を
も
つ
と
か
、

四
～
五
発
射
撃
し
て
は
冷
却
し
、
ス
ピ
ン
ド
ル
油
を
注
ぐ
。

交
互
に
十
数
発
射
撃
し
、
暫
時
冷
却
の
間
五
～
六
㍍
離
れ
た
茶

山
花
の
陰
に
休
む
。
折
し
も
敵
の
迫
撃
砲
弾
が
わ
が
迫
撃
砲
の
筒

に
飛
び
込
ん
だ
。
命
中
も
極
ま
り
な
い
。
ひ
と
た
ま
り
も
な
く
迫

撃
砲
は
バ
ラ
バ
ラ
に
吹
き
飛
ん
だ
。
幸
い
に
し
て
兵
に
は
負
傷
も

な
く
無
事
で
よ
か
っ
た
。
後
は
重
機
関
銃
と
軽
機
関
銃
で
応
戦
。

彼
我
と
も
勝
ち
目
が
な
い
と
諦
め
て
い
つ
し
か
銃
声
は
止
み
無
事

通
過
し
た
。
迫
撃
砲
を
失
い
次
の
補
充
ま
で
心
細
く
行
動
し
た
。

七
月
半
ば
と
も
な
る
と
毎
日
寒
暖
計
は
四
〇
度
を
上
下
し
て
い



る
と
か
。
次
第
に
落
伍
者
は
出
る
。
師
団
全
体
が
約
一
か
月
間
道

県
付
近
で
駐
留
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
七
月
二
十
日
付
で
自
分
は

先
発
上
等
兵
に
進
級
し
た
。
同
日
、
後
方
よ
り
追
及
し
て
き
た
岐

阜
県
駄
知
町
出
身
の
塚
本
高
一
兵
長
と
二
人
、
聯
隊
長
伝
令
と
し

て
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
、
一
心
に
忠
実
に
勤
務
を
す
る
。

約
一
か
月
の
駐
留
も
終
わ
り
、
八
月
半
ば
鉄
道
沿
い
に
全
県
を

攻
略
、
続
い
て
桂
林
目
指
し
て
進
撃
、
破
竹
の
勢
い
の
猛
進
撃
に

住
民
も
あ
わ
て
ふ
た
め
い
て
峻
険
な
山
奥
へ
避
難
す
る
。
自
分
の

身
さ
え
危
な
い
の
で
可
愛
い
い
幼
子
供
を
捨
て
て
逃
げ
た
。
こ
の

柳
州
街
道
に
は
子
供
た
ち
が
日
射
病
等
で
数
㍍
置
き
く
ら
い
に
死

亡
し
て
い
る
。
戦
争
の
犠
牲
は
あ
ま
り
に
も
無
常
、
目
頭
が
熱
く

な
る
。
■
に
聞
い
た
中
国
屈
指
の
景
勝
地
桂
林
を
見
る
こ
と
も
な
く
次

の
柳
州
へ
。
南
支
の
西
方
の
重
要
産
業
都
市
柳
州
に
は
一
大
飛
行

場
が
あ
る
。
今
ま
で
わ
が
軍
に
絶
大
な
る
被
害
を
与
え
た
で
あ
ろ

う
。
ま
た
郊
外
に
は
米
国
が
経
営
し
て
い
る
壮
大
な
柳
州
炭
坑
が

あ
り
、
無
煙
炭
で
あ
る
。

こ
の
地
で
宮
崎
大
佐
の
率
い
る
騎
兵
連
隊
よ
り
ぜ
ひ
応
援
タ
ノ

ム
と
か
の
無
線
連
絡
に
よ
り
、
わ
が
隊
本
部
よ
り
長
島
太
平
曹
長

以
下
一
八
人
応
援
に
い
く
こ
と
と
な
り
、
自
分
も
そ
の
一
員
と
し

て
隊
長
よ
り
命
令
を
受
け
出
発
し
た
。

宮
崎
隊
に
来
て
み
れ
ば
、
一
個
連
隊
と
は
い
い
な
が
ら
わ
ず
か

隊
長
以
下
三
三
人
、
我
ら
を
加
え
四
一
人
、
意
外
の
少
数
部
隊
で

将
来
ど
う
な
る
こ
と
か
心
細
く
な
っ
た
。

日
没
と
も
な
れ
ば
毎
夜
敵
兵
の
夜
襲
、
隊
長
自
ら
飯
盒
の
蓋
で

水
盃
。
白
鉢
巻
き
で
敵
に
応
戦
す
る
。
敵
は
少
年
義
勇
隊
を
先
頭

に
パ
ッ
パ
ラ
パ
と
軽
い
音
声
の
ラ
ッ
パ
を
吹
き
ジ
リ
ジ
リ
と
わ
が

軍
に
迫
っ
て
来
る
。
我
ら
は
三
個
分
隊
と
な
り
ワ
ア
ワ
ア
と
交
代

に
威
嚇
の
喚
声
を
上
げ
る
。
敵
弾
は
無
数
に
頭
上
を
飛
ぶ
。
止
む

な
く
数
歩
下
が
っ
て
は
帯
剣
で
浅
い
穴
を
掘
り
応
戦
し
た
。

い
わ
ば
敗
戦
一
歩
前
で
あ
る
。
白
々
と
夜
も
明
け
る
こ
ろ
敵
も

遠
く
引
き
揚
げ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
戦
い
が
十
八
日
間
続
く
。

杉
本
連
隊
長
は
た
ま
り
か
ね
て
十
数
㌔
先
行
の
岐
阜
の
○
○
大
隊

に
救
援
を
求
め
、

敵
軍
の
一
角
を
撃
破
し
命
か
ら
が
ら
救
わ
れ
た
。

そ
の
十
八
日
間
は
火
も
焚
け
ず
、
生
の
南
瓜
、
甘
薯
を
か
じ
り
、

水
代
用
に
砂
糖
キ
ビ
を
か
じ
っ
て
飢
え
を
凌
い
だ
。
宮
崎
大
佐
の

作
戦
の
巧
妙
と
岐
阜
○
○
大
隊
の
救
援
、
ま
た
神
仏
の
加
護
を
つ

く
づ
く
感
謝
し
た
。
こ
れ
か
ら
宮
崎
部
隊
は
わ
が
輜
重
隊
と
行
動



を
共
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

柳
州
で
は
数
回
に
わ
た
り
敵
機
の
爆
撃
を
受
け
た
。
幸
い
に
し

て
郊
外
に
待
避
し
た
の
で
被
害
も
な
く
柳
州
を
後
に
柳
城
、
宣
山

に
と
進
攻
、

思
恩
に
到
着
し
た
の
は
昭
和
十
九
年
十
二
月
下
旬
で
、

こ
の
付
近
の
バ
ン
チ
ョ
ウ
村
に
駐
留
。
第
三
師
団
本
部
（
辰
巳
中

将
）
は
大
玄
村
に
駐
留
、
毎
日
ワ
ラ
ジ
に
竹
槍
で
戦
闘
訓
練
。

ち
ょ
っ
と
の
暇
に
遠
く
祖
国
を
偲
ぶ
。
内
地
よ
り
の
便
り
の
往
復

も
な
い
。
被
服
は
も
と
よ
り
弾
薬
も
年
間
三
〇
発
で
、
補
給
は
な

い
。
大
切
に
す
る
よ
う
に
と
厳
達
。
訓
練
も
ワ
ラ
ジ
を
作
っ
て
履

く
。あ
る
日
、
宮
崎
大
佐
が
巡
視
に
来
ら
れ
、
ワ
ラ
ジ
作
り
を
ジ
ィ
ッ

と
見
ら
れ
、
自
分
に
一
足
く
れ
よ
と
申
さ
れ
、
直
ち
に
立
上
が
り

不
動
の
姿
勢
で
敬
礼
し
た
。
そ
し
て
無
頓
着
で
ハ
イ
と
答
え
一
番

出
来
の
良
い
の
を
一
足
差
し
上
げ
た
。
数
日
後
、
大
佐
は
北
海
道

旭
川
師
団
に
飛
行
機
で
転
勤
さ
れ
た
。
途
中
、
内
地
陸
軍
省
に
立

ち
寄
り
、
野
戦
に
て
は
か
く
の
ご
と
き
困
苦
欠
乏
に
耐
え
て
奮
闘

し
て
い
る
と
、
我
ら
の
作
っ
た
竹
槍
、
ワ
ラ
ジ
等
を
将
官
に
見
せ

る
ん
だ
と
持
参
せ
ら
れ
た
と
連
隊
長
殿
よ
り
聞
い
て
恐
縮
し
た
。

昭
和
二
十
年
三
月
下
旬
、
十
一
軍
よ
り
第
三
師
団
は
ソ
連
国
境
に

移
駐
せ
よ
と
の
命
令
、
反
転
作
戦
が
始
ま
っ
た
。

去
年
攻
略
し
な
が
ら
進
ん
だ
こ
の
道
、
敵
状
に
油
断
な
く
柳
州
、

桂
林
全
県
へ
と
湘
桂
鉄
道
沿
い
に
反
転
す
る
。
残
敵
と
交
戦
し
な

が
ら
、
ま
た
敵
機
の
爆
撃
も
夜
を
昼
に
つ
い
で
盛
ん
と
な
り
、
辛

う
じ
て
長
沙
に
着
い
た
の
は
八
月
中
旬
で
あ
っ
た
。
八
月
十
五
日

に
終
戦
に
な
っ
た
と
は
誰
も
知
ら
な
か
っ
た
。

八
月
二
十
二
日
新
塩
な
る
部
落
に
到
着
し
、
夜
、
銃
器
の
手
入

れ
を
し
て
い
た
。
折
し
も
緊
急
命
令
受
領
に
ま
た
も
敵
襲
か
と
緊

張
す
る
。
こ
と
は
意
外
に
連
隊
副
官
殿
よ
り
「
戦
争
は
わ
が
国
の

敗
戦
、
八
月
十
五
日
畏
く
も
天
皇
陛
下
よ
り
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾

の
詔
勅
が
下
っ
た
。
今
夜
中
に
兵
器
の
菊
花
の
御
紋
章
を
削
り
、

何
時
敵
に
接
収
さ
れ
て
も
支
障
の
な
き
よ
う
に
せ
よ
」

。
余
り
に

も
突
然
の
会
報
に
唖
然
と
し
て
何
も
手
に
つ
か
な
い
。
在
支
派
遣

軍
は
連
戦
連
勝
、
も
し
や
デ
マ
か
と
疑
う
く
ら
い
で
あ
っ
た
。

御
紋
章
を
削
る
に
も
ヤ
ス
リ
な
ど
な
に
も
な
い
。
止
む
な
く
帯

剣
で
む
せ
び
泣
き
な
が
ら
に
叩
き
消
し
た
。
す
べ
て
の
希
望
を
失

い
、
翌
日
よ
り
昼
間
行
動
に
な
る
。
新
塩
よ
り
崇
陽
、
陽
新
を
経

て
、
九
江
で
は
米
国
軍
艦
旗
が
は
た
め
い
て
い
る
。
初
め
て
敗
戦

を
実
感
。
こ
の
九
江
郊
外
に
お
い
て
中
支
軍
に
武
器
弾
薬
、
車
両



馬
匹
に
い
た
る
ま
で
こ
と
ご
と
く
接
収
さ
れ
、
丸
腰
極
め
て
淋
し

い
捕
虜
生
活
と
な
っ
た
。

■
に
は
日
本
兵
は
絶
対
帰
国
す
る
こ
と
は
得
ず
、
一
生
中
国
の

ク
リ
ー
と
し
て
酷
使
さ
れ
る
と
か
、

幸
い
に
し
て
デ
マ
で
あ
っ
た
。

支
那
軍
に
よ
り
強
い
私
物
検
査
も
数
回
、
六
か
月
余
の
捕
虜
生
活

も
苦
難
の
中
に
終
え
、
昭
和
二
十
一
年
三
月
八
日
辰
巳
第
三
師
団

長
閣
下
の
お
計
ら
い
で
連
隊
長
以
下
全
員
ウ
ー
ス
ン
の
港
を
米
国

Ｌ
Ｓ
Ｔ
貨
物
船
に
乗
船
し
、
三
月
十
一
日
懐
か
し
の
九
州
博
多
港

に
上
陸
、
感
慨
無
量
で
故
国
の
土
を
踏
ん
だ
。

日
赤
看
護
婦
よ
り
防
疫
を
受
け
、
臨
時
列
車
に
す
し
詰
め
に
乗

せ
ら
れ
た
。
窓硝
子
一
つ
な
い
し
、
座
席
の
敷
布
も
一
枚
も
な
い
。

途
中
原
爆
の
広
島
の
街
は
跡
か
た
な
い
瓦
礫
ば
か
り
の
惨
状
。
涙

な
く
し
て
見
ら
れ
な
い
。
大
阪
駅
に
到
着
、
奈
良
県
箸
中
町
出
身

の
杉
本
裕
一
連
隊
長
殿
と
も
一
年
八
か
月
の
主
従
の
お
別
れ
。
三

月
十
三
日
懐
か
し
の
両
親
の
待
つ
わ
が
家
に
無
事
生
還
し
、
涙
な

が
ら
に
語
ら
い
、
神
仏
な
ら
び
に
先
祖
に
礼
拝
し
た
。

丸
亀
歩
兵
第
十
二
連
隊
激
戦
回
顧　 

香
川
県
　
浮
田
信
茂
　 

揚
子
江
の
濁
水
は
滔
々
と
し
て
支
那
海
に
注
ぎ
、
黄
色
い
波
と

な
り
騒
ぐ
。
万
里
の
波
濤
を
蹴
っ
て
洋
上
十
幾
日
、
限
り
な
い
支

那
海
を
に
ら
ん
で
上
陸
の
一
日
も
早
か
ら
ん
こ
と
を
願
う
。
安
達

部
隊
の
意
気
は
将
に
衝
天
の
感
が
あ
る
。
輸
送
船
は
下
弦
の
月
光

こ
う
こ
う
と
照
る
揚
子
江
を
静
か
に
■
っ
て
声
も
な
い
。
人
影
も

見
え
な
い
。

故
郷
を
偲
ぶ
の
も
今
宵
限
り
だ
。
戦
友
は
最
後
だ
よ
と
互
い
に

手
を
固
く
握
り
し
め
る
。
い
よ
い
よ
明
日
だ
。
血
な
ま
ぐ
さ
い
戦

場
が
待
っ
て
い
る
。
さ
あ
黄
海
の
激
流
に
親
を
も
忘
れ
、
可
愛
い

い
妻
子
を
捨
て
、
陛
下
に
こ
の
身
を
捧
げ
よ
う
。
東
天
は
白
み
眼

鏡
で
見
渡
せ
ば
、
呉
淞
鎮
は
全
く
廃
■
と
化
し
人
影
も
な
い
。

「
上
陸
開
始
」
緊
張
し
た
上
官
の
号
令
。
陽
光
を
斜
め
に
銃
剣
は

白
く
光
る
。
上
陸
船
に
乗
り
移
り
、
思
わ
ず
銃
を
力
一
杯
握
り
し

め
る
。
鉄
か
ぶ
と
の
紐
を
締
め
る
の
は
伊
達
で
は
な
い
。
上
陸
最




